




























































































































た．利用者の学年は， 1年生37名（50件）， 2年生 3
名（ 4件），4年生 1名（ 1件），所属は，工学部16名（23
件），理学部 7名（10件），経済学部 6名（ 8件），文
学部 4名（ 5件），農学部 3名（ 3件），教育学部 1名

















































































































































1. 問いの設定 4 5 9 (16%) 
2. 構成・章立て 15 14 29 (53%) 
3. 論理 10 7 17 (31%) 
4. 文章表現 10 13 23 (42%) 
5. 課題要件の確認 3 6 9 (16%) 
6. 文中引用 16 13 29 (53%) 
7. 文献リスト 16 12 28 (51%) 










件）であった．以下，【3. 論理】（17 件），【1. 問いの
設定】【5. 課題要件の確認】（9 件）と続く．なお，2 つ
の授業の間には，いずれも有意な偏りは見られなかっ
たため，以下は両者の値を合わせて議論を進める． 
なお，表 1 の傾向は，SLA サポートが行っている他
の対応とはいくらか傾向が異なることを指摘しておき





















































































































平均値 標準偏差 1 
改善されず 
2 3 4 
改善 
1. 問いの設定 1 0 3 5 3.3 1.00 
2. 構成・章立て 3 4 2 20 3.3 1.08 
3. 論理 1 2 4 10 3.4 0.93 
4. 文章表現 1 2 6 14 3.4 0.84 
5. 課題要件の確認 0 0 3 6 3.7 0.50 
6. 文中引用 4 3 5 17 3.2 1.11 
7. 文献リスト 5 2 10 11 3.0 1.10 
8. レポートの体裁 0 0 0 2 4.0 0.00 
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